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セルラーゼ生産制御と二次代謝制御の接点

本山高幸

 

バイオ燃料生産においてセルロースを分解する酵素セルラーゼが重要な役割を果たす。優

れたセルラーゼ生産菌として Trichoderma reeseiが広く用いられている。産業上重要な糸状菌

であるため T. reeseiのゲノム配列に興味が持たれていたが、2008年についにその全ゲノム配

列が解読された。予想に反して、T. reeseiが持つセルラーゼ遺伝子の数は他の糸状菌より少な

く、その高いセルロース分解能の原因は明らかにできなかった。興味深いことに、T. reesei

のセルラーゼ等の糖質分解酵素遺伝子はクラスターを形成する傾向が見出された。このよう

な遺伝子クラスター形成による生産制御が、T. reeseiの優れた能力の原因ではないかと考えら

れた。遺伝子クラスター形成による遺伝子発現制御については DNAメチル化酵素 LaeAによ

る二次代謝遺伝子群の制御が有名である。今回、T. reeseiにおいて LaeAオルソログ LAE1が

セルラーゼ遺伝子クラスターの発現制御を行っていることが明らかにされた。 
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要旨  

T. reeseiの lae1破壊株では 7つのセルラーゼ全て、セルロース分解の補助的因子、!グル

コシダーゼ、キシラナーゼが完全に発現しなくなった。一方、lae1の大量発現株ではセル

ラーゼ遺伝子の転写が活性化された。LAE1 による制御はセルラーゼ遺伝子の発現制御因

子 XYR1依存性であり、更に、xyr1遺伝子発現が LAE1依存性であることが明らかとなっ

た。LAE1はまた分生子形成に必須だった。クロマチン免疫沈降実験により、LAE1は H3K4

や H3K9のメチル化を直接制御することによりセルラーゼ遺伝子発現に影響しているので

はないことが示唆された。以上の結果から、メチル化酵素と推定される LAE1は T. reesei

のセルラーゼ遺伝子発現に必須で、その制御メカニズムは現在までに知られていないもの

であることが示された。 
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